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平成 22 年 10 月 27 日 

各   位 

 

東京都渋谷区恵比寿 4 丁目 20 番 3 号 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｱﾄﾞﾊﾞﾀｲｼﾞﾝｸﾞ･ｺﾝｿｰｼｱﾑ株式会社 

代表取締役社長 矢嶋 弘毅 

（コード 4281 JASDAQ） 

問い合わせ先 戦略統括本部 IR 担当 

 
 

 

株式会社アイレップとの資本業務提携に関するお知らせ 

 

 

デジタル・アドバタイジング・コンソーシアム株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：矢嶋弘毅）は、

平成 22 年 10 月 27 日開催の取締役会において、株式会社アイレップ（コード 2132 ＪＡＳＤＡＱ  本社：東京

都渋谷区、代表取締役社長：紺野俊介 以下、アイレップ）との間で資本業務提携（以下、本資本業務提携）

を行うことを決議し、同社との間で同日付資本業務提携契約書（以下、本資本業務提携契約書）を締結いたし

ましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 なお、本資本業務提携書の内容は、本日別途リリースいたしました「株式会社アイレップ株券等に対する公開

買付けの開始に関するお知らせ」（http://www.dac.co.jp/Contents/pdf/irrelease/20101027_ir_tob.pdf）をご覧くだ

さい。 

 

 

記 

 

１  資本業務提携の背景と目的 

当社は、検索エンジンを起点とした消費行動が一般化する中、この消費行動にマッチし広告主にとっても費

用対効果が高いリスティング広告（※1）や SEO の成長性にかねてより注目しており、これらを含む SEM（※2）領

域のリーディングカンパニーであるアイレップとこれまで様々な面で協力関係を築いてきました。具体的には、

2007 年 12 月に株式会社レリバンシー・プラス（以下、レリバンシー・プラス）を共同で設立し、2009 年 6 月には、

アイレップを当社の持分法適用関連会社とし、SEM 領域を中心とした協業を行ってきました。 

現在、アイレップは、検索対象範囲の拡大や検索技術の進化に加え、スマートフォン等の新デバイスの普及

拡大、SNS 等のソーシャルメディアのユーザ拡大による消費行動への影響力拡大、ソーシャルアプリやソーシャ

ルゲーム等の新サービスの登場といった環境変化を踏まえて、今後の事業拡大のためにはリスティング広告や

SEO 等の SEM 領域中心のサービス提供だけでなく、その周辺領域であるクリエイティブサービスへの事業領域

拡大や現在の売上比重が大きい PC 以外のデバイス（モバイル・スマートフォン等）の SEM サービス強化、更に

は成長著しいソーシャルメディアマーケティング(Social Media Marketing、以下 SMM)領域でのソリューション等

の提供体制強化を行っていく必要があると考えています。 

他方、当社においては、近年の消費者におけるメディア選別や購買行動の多様化等からインターネットを用

いたマーケティングの重要性が益々高まる中、当社顧客からのインターネット広告のマーケティング戦略や手法

に関する要求が高度化かつ広範囲化している状況下にあります。中でも、企業が広告の費用対効果を更に厳し
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く追求する傾向が強まっており、当社は、そのニーズに対応できるリスティング広告を中心とした SEM 領域を更

に強化する必要があると考えています。また、ソーシャルメディアやスマートフォンの急速な消費者生活への浸

透は、企業による SEM 領域でのマーケティング活用の拡大に拍車をかけており、当社は、今後の急速な市場拡

大が見込める SMM や新デバイス領域での対応力を早急に強化する必要があると考えています。また、レリバン

シー・プラスについては、SEM 領域における事業シナジー強化やスケールメリットの追求、及び当社グループと

しての更なる経営効率化のため、アイレップとの連携強化が必要であると考えております。 

このような背景のもと、当社及びアイレップがより一層の連携を行うことで、両社の更なる事業上のシナジーを

実現し、両社の企業価値を向上させることを目的として、本資本業務提携契約書の締結にいたりました。 

 

（※1）検索連動型広告（リスティング広告）：検索エンジンで検索されたキーワードにマッチした広告が検索結果画面に表示される

ことで、検索エンジンを通し興味・関心のあるユーザに適切な企業メッセージを伝える広告のことです。 

（※2）検索エンジンマーケティング（SEM）：検索エンジンから Web サイトへの訪問者を増やすマーケティング手法です。 

 

 

２  資本提携の内容 

 当社は、アイレップを連結子会社化することを目的として、平成 22 年 10 月 28 日より、同社の株式及び新株予

約権に対する公開買付け（以下、本公開買付け）を行います。尚、本公開買付けに関する詳細は、本日別途

リリースいたしました「株式会社アイレップ株券等に対する公開買付けの開始に関するお知らせ」

（http://www.dac.co.jp/Contents/pdf/irrelease/20101027_ir_tob.pdf）をご覧ください。 

当社は平成 21 年６月にアイレップ株式 5,704 株（持株比率 20.92％）を取得し、同社を当社の持分法適用関

連会社としておりますが、この度、同社を連結子会社化することで経営面での一層の連携強化を図ります。な

お、当社とアイレップは、本資本業務提携契約書において、同社が次回の定時株主総会において、当社指名

の候補者 4 名を取締役として、当社指名の候補者 1 名を監査役として、それぞれ選任する議案を株主総会に

上程する旨を合意しております。 

 

 

３  業務提携の内容 

 本公開買付けの成立を条件として、以下に掲げる各施策を行ってまいります。 

・ 当社子会社であるレリバンシー・プラスをアイレップの完全子会社としたうえで、事業シナジー追求や管理

費用削減を行うことによる当社グループ全体としての更なる経営効率化の推進 

・ 当社が保有するインターネット広告テクノロジーとアイレップが持つ SEM 関連テクノロジーの融合による新

しい SEM 周辺領域事業の開発 

・ アイレップにおける、SEM 領域でのモバイル端末へのサービスや、SEM 領域の周辺領域であるクリエイ

ティブ領域等の強化、及び様々な広告周辺領域で事業を展開する当社グループ各社とアイレップとの共

同事業の推進 

・ アイレップによる、現状の「SEM 専業会社」から、その周辺領域や SMM、更には新デバイス等を含めたデ

ジタル領域全般のマーケティングサービスをワンストップで提供する「デジタルマーケティングエージェン

シー」への移行 

・ 海外進出を行う両者の取引顧客に対して、当社のインターネット広告関連ソリューション及びアイレップの

SEM 関連ソリューションの提供をする等のグローバル領域での協業 
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４  株式会社アイレップの概要 

（１） 商 号 株式会社アイレップ 

（２） 代 表 者 代表取締役社長 紺野 俊介 

（３） 所 在 地 東京都渋谷区渋谷 2 丁目 1 番 1 号  

（４） 設 立 年 月 日 平成 9 年 11 月 17 日 

（５） 主 な 事 業 の 内 容 SEM サービス（リスティング広告、SEO、Web 解析等） 

（６） 資 本 金 537 百万円 

（７） 純 資 産 1,811 百万円 

（８） 総 資 産 2,985 百万円 

（９） 大株主及び持株比率 

(平成 22 年 3 月 31 日時点)  

髙山 雅行 

デジタル・アドバタイジング・コンソーシアム株式会社 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 

株式会社博報堂 DY メディアパートナーズ 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 

NCT 信託銀行株式会社（投信口） 

大阪証券金融株式会社 

株式会社アイレップ 

菊谷 友志   

水元 公仁 

47.24% 

20.92% 

6.77% 

4.68% 

1.83% 

1.58% 

1.20% 

1.16% 

0.99% 

0.85% 

（10） 当社との関係等 

（平成 22 年 10 月 27 日現在） 

資本関係 当社は、当該会社の株式 5,704 株（発行済株式総

数の 20.92％）を保有しており、当該会社の第二位

株主であります。 

人的関係 当社の代表取締役矢嶋弘毅は、当該会社の取締

役を兼務しております。 

取引関係 当社は、当該会社に対してインターネット広告枠の

販売を行っております。 

関連当事者への該

当状況 

当該会社は、当社の持分法適用関連会社であり、

関連当事者に該当します。 

（11） 当該会社の最近 3 年

間の経営成績及び財

政状態 

決算期 
平成 19 年 9 月期

（※注） 
平成 20 年 9 月期  平成 21 年 9 月期  

純資産 1,609 百万円 1,847 百万円 1,811 百万円 

総資産 2,956 百万円 3,023 百万円 2,985 百万円 

1 株当たり純資産 59,689 円 90 銭 68,832 円 67 銭 67,306 円 87 銭 

売上高 8,376 百万円 10,216 百万円 9,300 百万円 

営業利益 

または営業損失（△）
465 百万円 482 百万円 112 百万円 

経常利益 

または経常損失（△）
438 百万円 486 百万円 110 百万円 

当期純利益 

または純損失（△） 
237 百万円 273 百万円 6 百万円 
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1 株当たり当期純利益 

または純損失（△） 
8,946 円 96 銭 10,105 円 76 銭 236 円 40 銭 

1 株当たり配当金 0 円 00 銭 1,500 円 00 銭 500 円 00 銭 

（※注）平成 19 年 9 月期は非連結の数値です。 

 

 

 

５  今後の日程 

2010 年 10 月 27 日（水) 当社取締役会決議、本資本業務提携契約書の締結 

28 日(木)  本公開買付けの開始（予定） 

11 月 29 日(月) 本公開買付けの終了（予定） 

30 日(火) 本公開買付けの結果の公表（予定） 

12 月 17 日(金) アイレップ定時株主総会 

 

 

６  今後の見通し 

本資本業務提携に伴う今後の当社の連結業績に対する影響につきましては、現在精査中です。今後公表す

べき事実が生じた場合には、速やかに公表いたします。 

 

 

以 上 


